






昨（2007）年 ll 月 、 『学生たちの証言で綴る創成
期の愛知大学』 を刊行した。 大学創立の昭和21











昭和24 ( 1 949）年、初めて八町小学校児童会の
役員が選挙で選ばれた。 6年生 4学級の中から担
任教諭が指名した各クラス男女 2 人ずつ計 16人
本間喜一名哲学長コーナーを見学する筆者
が立候補。 4年生以上の児童全員が投票して上位
7 人が当選した。 筆者は 7 位で当選、 会計になっ






























































当社は昭和23 ( 1948）年 8 月 15 日、杉田有窓子
氏により「東三新聞」として創刊。 29 ( 1954）年




















































学」佐藤達也氏（25 旧経） I> 「同文書院ファイ
ナル46期生から愛知大学へ一一上海組と内地組









単位得て卒論 ・ バイト」太田禎夫氏（27 旧 法）
b 「5 1 き揚げて大学創建に集う一一大陸での勉強
しなお し、向学心に父からの勧め」三議昭雄氏（28
旧経） I> 「なぜ愛知大学へ一一出身校担任の勧め、
念願叶い思草寮入り」岩佐一馬氏 （29経） I> 「女
子学生第 l 号組一一当初 4人は組別々、 半世紀後







愛知大学史研究（第 2 号、 2008年）
創成期の学生50人が綴った記念誌
一ーを綴った「草創期の大学生活一一下駄や草履
に軍靴一一授業より食い物 ・ パイト 」谷藤助氏（25
旧経） ［＞「寮食堂の運営一一寮生が軍隊式に盛る、












えていたが」南昌彦氏（28 旧法） ［＞「板倉先生 ・
竹井先生、そして日本寮歌祭へーードイツ語の師
お二方、学長の念願実り寮歌祭」浅井琢朗氏（28
旧法）じ〉「予科 ・ 学部計 6 年間の豊橋学生生活
一一マンツーマンに感謝、家族的で面倒見よい」
宮崎孝雄氏（28 旧法） ［＞「なぜ愛知大学を選択
したか一一自由 ・ 受難を原点、 “零からの出発”で」








生活一一 2 人部屋に 3 人で、月夜
に高唱『遺遥歌』」 など、往時の
青春時代を佑19!J させる 。









愛大の意義示さ れる、本間 ・ 小岩井先生に感謝J












の草創期一一元弾薬庫に畳敷いて、合宿 1 0 日で
剛を制す」校保功氏（27 旧経） じ＞ 「空手道官，~の
思い出一一黒帯の私一人で創部、手書きポスター






こ のあ と、恩師や講義、ゼミ な どを綴った「第
l 回の卒業生一一『好天には室外で受講、 軍服や中




氏（26 旧経） ［＞「予科 ・ 学部計 4 年間の学生生
活一一ノTイト に氷菓売りも、厳 しかった大石ゼ、 ミ 」
鈴木勝氏（27 旧経） ［＞「大石教授と仲間たちと
の交流一一病床でもゼミ を開講、支部閣で OB 懇
親会も」杉浦威志氏 （28経） ［＞服部 ・ 胡麻本先
生 と授業一一最前列席で認められ、代返ばれお近
づきに」高木為一郎氏（28経） ［＞「 3 人の思師
一一経済で働く原動力、玉野井 ・ 岡崎 ・ 大石先生」






























大学関係者の氏名とタイトルを付記する。 1 ク ー
ル 5 人の方に順番で遇 l 回、 3 回ず、つ執筆してい




河合秀敏氏二 「秋の国際フォーラム」 （平成 6
年 10 月 3 1 日）「社会人の大学教育」（ 6 ・ 12 ・ 5 ) 
「私の正月、 小さな旅」 （ 7 ・ 1 ｷ 9) ［＞石井吉也
氏＝「大学と国際化」（ 7 ・ 1 ・ 30）「地域と大学」
( 7 ・ 3 ・ 6 ）「学生の多様化J (7 ・ 4·11 )1>加々
美光行氏＝「オウム真理教と二つの時代」（ 7 ・
10 ・ 2 ）「チャイナ ・ ウオッチャ ー」 （ 7 ・ l l ・ 6 ) 
「不条理の苦痛J ( 7 ・ 1 2 ・ 1 4) ［＞奥野博幸氏＝「地
域づくりの視点」（ 8 ・ l ｷ 15）「住専処理と狼少
年」（ 8 ・ 2 ・ 1 9 ） 「サー ビス産業としての高等教
育」（ 8 ・ 3 ・ 25 ) ［＞大島隆雄氏＝「 ドイツ自動
車発明秘話ω」（ 8 ・ 5 ・ 20） 「 ドイツ自動車発明
秘話（中）」（ 8 ・ 6 ・ 24） 「ドイツ自動車発明秘諮問」
( 8 ・ 7 ・ 29) ［＞松江宏氏＝ 「マーケティングの
40年」（ 8 ・ 9 ・ 2 ）「大店法の歩み」（ 8 ・ 10 ・ 7)
「中国の小売商業事情」（ 8 ・ 1 1 ・ 10)
堀彰三氏＝「公務正常化への一言」（ 8 ・ 1.2 ・
10）「株式市場の低迷と企業の役割」（ 9 ・ l . 
13）「持ち株会社解禁の意味」（ 9 ・ 2 ・ 1 7) ［＞河
野員氏＝「社会現象と民俗学」（ 9 ・ 4 ・ 1 3）「ノ




部の新設に携わって」（ 9 ・ 6 ・ 23 ) ［＞遠藤三郎
氏＝ 「橋本流財政再建法」（ 9 ・ 7 ・ 28）「特異な
国日本J ( 9 ・ 9 ｷ 1 ） 「お年寄は富裕か」（ 9 ・
10 ・ 6 ) I>嶋倉民生氏＝ 「故孫平化先生と愛知大
学」（ 9 ・ l] ・ 3 ）「北京 ・ 香港直通鉄道J ( 9 ・
1 2 ・ 8 ）「勝海舟の中国観」（ 10 · 1 ｷ12) ［＞土屋
洋二氏＝「ドイツ統ーと EU (10 ・ 2 ・ 9 ）「プ
レーメン一一ある ドイツの町・」（I 0 ・ 3 ・ 1 6 ） 「大
学が変わる一一愛大」（1 0 ｷ 4 ・ 20) ［＞高桑稔子
氏＝「生涯学習時代に向け」（I 0 ・ 5 ・ 24）「“食
べる ” こ と の意味」 （I 0 ・ 6 ・ 29）「フ ードフアデ
イズム」（10 ・ 8 ・ 3 ) I>松下智氏＝「茶は世界
をつなぐ」（10 ｷ 9 ・ 7 ）「東アジア文化圏」（10 ・
10 ・ l I ）「学問の理想郷」（10 ｷ l l ・ 1 6 ) ［＞丸山伸
郎氏＝ 「日中関係の難しさ」（ I O ｷ 1 2 ・ 8 ）「国際
化時代の総合的学習」（1 ｷ 1 ・ 8 ）「中国の金融
危機」（11 ・ 2 ・ 22)
上道功氏＝ 「今なぜ英会話？」（11 ｷ 3 ・ 2 1 ）「私
の専門分野『テーマ学』 ω」（ l] ・ 5 ・ 1 6）「同f下）
(J 1 ・ 5 ・ 17）「愛知大学図書館について 」 （ 1 1 ・
6 ・ 2l) ［＞交野正芳氏＝「介護保険制度」（l l .




「 コミ ュニティの生活空間と他者」（12 ・ 2 ・ 7)
b武田信照氏＝「大学の教育改革の一焦点」（l 2 ・
5 ・ 29） 「市場原理と経済倫理」（l 2 ・ 7 ｷ 3 ）「株
式経営と“有限責任” 論争」 12 ・ 8 ｷ 7) 
佐藤元彦氏ニ 「地方に よ る国際協力」（J 3 ・ I . 
8 ）「ロ ー カ ルな時代からグロ ーパルな時代へ」
( 1 3 ・ 2 ・ 1 9 ） 「多文化主義の豪州｜に学ぶ」（13 ・
3 ・ 19) ［＞鈴木規夫氏＝「21 世紀の大学(J:)」 （ 13 ・
8 ・ 6 ）「2 1 世紀の大学（下＇） ( 13 ・ 9 ・ 9 ）「文明
は衝突しない」（13 ・ 1 0 ・ 22 ) ［＞李春利氏＝「小
さな教育実験」（ 1 4 ・ 3 ・ 4 ）「年年歳歳、花相似
たり」（ 1 4 ・ 4 ・ 8 ）「サッカ ーは第 2 の太陽」（ 1 4 ・
5 ・ 13 ) ［＞渡辺正氏＝「大学、変革の時代」（ 14 ・
9 ・ 30）「個性的な大学づくり」（14 ｷ 11 ・ 4 ）「大
学の役割と地域社会」（ 14 ・ 12 ・ 8 ) 
保住敏彦氏＝ 「発展途上国のソーシャル ・ セフ
ーティ ・ ネッ ト 」 （ 1 6 ・ 11 ・ 22）「先進国のソーシ
ヤル ・ セー フ テ ィー ・ ネット」（ 1 6 ・ 12 ・ 27）「わ
が国のソ ーシヤル ・ セ ー フティ ・ ネッ ト 」（ 17 ・
2 ・ 7 ) I>名和聖高氏＝「北京秀水市場の変容 と
知財意識」 （ 17 ・ 7 ・ 1 2 ） 「文化によって異なる幸
福の基準」（ 1 7 ・ 8 ・ 1 5）「留学生との交流と共生
の在 り方」（ 1 7 ・ 9 ・ 1 9 ) ［＞沢井耐三氏＝「“ もう
一押し”の効果」（ 1 8 ・ 2 ・ 27）「大学のキャンパ
スから」（ 1 8 ・ 4 ・ 3 ）「日本の古典を研究する」
( 1 8 ・ 5 ・ 8 ) I>阿部聖氏＝「“地球から何を学ぶ
か” を学生と と もに模索」（ 1 8 ・ 1 0 ・ 9 ）「中産研
共同研究でアジアに中部企業を訪ねる」（18 ・
日 ・ 14）「豊橋 ・ 豊川空襲一一米軍資料の調査と
整理」（ 1 8 ・ 12 ・ 4 ) I>伊東利勝氏＝「“真実の歴
史”と政治」 （ 1 9 ・ 6 ・ 1 2）「“国際交流”無用論」
( 1 9 ・ 7 ・ 16） 「あの｜立と科学」（1 9 ・ 8 ・ 20）「 ミ
ヤンマー問題が問いかけるもの」 （ 1 9 ・ 1 0 ・ 29)
ほかにも大学関係者として藤井隆、山崎一司氏、
同窓生として甲斐一政、伊藤般展氏らに執筆をい
ただいている。
